三重県若者就労支援研究会　Ｈ１８年度のあゆみ

第１回　Ｈ１８．　７．　４実施

　・提案事業の内容やネットワークのイメージを説明

　・参加メンバーに期待する役割を説明
第２回　Ｈ１８．　７．２８実施

・平成１７年度に三重県が実施した「若年無業者支援に関する調査」について、三重大学の石阪先生に説明していただく。専門機関だけでなく、市民と協働して全体的に取組み、研究会を通して各々が役割を見つけていくことを提案

　・9/18に予定しているキックオフイベントの企画作りをグループワークで行う
第３回　Ｈ１８．　８．３０実施

　・ガイドブック作成に向けて実行委員会を立ち上げ参加を要請

・キックオフイベントで講演をお願いしている特定非営利活動法人　育て上げネット理事長・工藤啓さんに、団体の活動資金や運営等についてお話しを伺う
第４回　Ｈ１８．　９．２６実施

　・キックオフイベントの振り返り

　・中間期ふり返りのアンケート実施

第５回　Ｈ１８．１１．　６実施

　・中間期ふり返り（１）

　　「研究会で検討すべき課題は何か」をテーマに４班に分かれグループワーク

第６回　Ｈ１８．１２．１２実施

　・アイスブレーキングと班分けのためバースディリング実施

　・中間期ふり返り（２）

　　「研究会で実践すべきことは何か」をテーマに４班に分かれグループワーク実施

　　出された情報を重要度、緊急度を意識して整理

　・規約づくりへの協力をよびかけ→1/12にミーティング実施

第７回　Ｈ１９．　１．２３実施

　・ガイドブック経過報告
　・「Ｈ１９年度の年間目標とロードマップづくり」をテーマに３班に分かれグループワーク

第８回　Ｈ１９．　２．２７予定
　・Ｈ１８年度の全体のふり返りと総括

　・Ｈ１９年度に向けて、規約、運営方法等検討

目標・ネットワークを構築する

１．共通認識を形成する場…協働のインキュベート

　（１）個々の資源を持ち寄り共有する……ex.ガイドマップ

　（２）個々の抱える課題を持ち寄り共有する……グループワーク、ＭＬ

　（３）課題の解決策を探る

　　　・ツールの活用方法の検討、ツールの開発

　　　・責任主体を明確にした議論（リソースの確保、コストや役割の分担等）

２．「包括的、個別的、継続的支援」by工藤啓さん

　（１）包括的支援…全体を俯瞰する

　　　　→位置づけ…研究会は県全域レベルの議論をする場

　（２）個別的支援…地域別、テーマ別アプローチ

　（３）継続的支援…協働

３．研究会（ネットワーク）だけでできることには限界がある

　　→「ネットワーク」というものの捉え方、考え方にばらつき

　（１）課題を選び、優先順位を決める

　（２）他の主体に課題を投げかけ提案する

　（３）ネットワークを拡充する（メンバーを増やす）

　（４）個々の役割の自覚、分担

見えてきた重要課題

　１．当事者へのアウトリーチ

　２．社会に向けての啓発（企業、学校等）

　３．個別の支援策検討　ex.居場所づくり、ケーススタディ

　４．支援者の育成、ネットワーク化

　５．予防策の発見と実践


※協働の具体的事例（四日市でのとり組み）　

 文部科学省「専修学校におけるＮＰＯ等と連携したニートに対する職業教育支援事業」

　　　　　　　　　　　↓　委託（Ｈ１８年度は全国で８か所実施）

●事業主体　　四日市情報外語専門学校

　　　↓

　連絡協議会を設置　【構成メンバー】四日市市商工課、四日市商工会議所、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重県生活部、ＮＰＯ寺子屋プロジェクト

　パソコンの授業やビジネスマナー等については主に専門学校、広報については市役所、職場見学実施に関わる企業へのコーディネートは商工会議所、自立支援に関わること（セルフエスティーム、モチベーション、生活習慣等へのアドバイス、ニート支援に対する情報提供等は主にＮＰＯというように各々が得意な分野を担当

